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例目

! 1 .本書は平成23(2011)年度及び平成25(2013）年度に河合町教育委員会が国庫補助金・県費補助金を受

けて実施した川合遺跡大西地区、薬井北山地区試掘、大輪田・城内遺跡、高山3号墳（高山塚3号古墳）の

発掘調査報告書である。

2.川合遺跡大西地区の現地調査は平成24年2月13日に開始し、平成24年2月16日に終了したD

薬井北山地区試掘調査の現地調査は平成24年2月13日に開始し、平成24年3月 14日に終了した。

大輪田・城内遺跡の現地調査は平成25年8月5日に開始し、平成25年10月9日に終了した。

高山3号墳（高山塚3号古墳）の現地調査は平成25年10月28日に開始し、平成25年 11月14日に終了した。

3.調査組織は次のとおりである。

調査主体河合町教育委員会

調査担当者河合町教育委員会事務局教育部生涯学習課吉村公男

調査補助員 石松智子

調査事務局 河合町教育委員会事務局 a 教育部生涯学習課生涯学習係（文化財担当）

平成23年度

教育長・藤岡和成教育次長・井筒匠課長・木村光弘（～6/30) 上村欣也（7/1～）

課長補佐・西浦清繁調整員・吉村公男 主査・吉川勝広

平成25年度

教育長・竹林信也教育部長・井筒匠課長・上村欣也課長補佐・吉村公男

係長・山口登美子 主査・吉川勝広 臨時職員・浅川早紀、石松智子

4.川合遺跡大西地区及び薬井北山地区の発掘作業は株式会社アートに委託した。また、薬井北山地区の測量は

株式会社シードコンサルタントに委託した。

大輪田・城内遺跡及び高山3号墳（高山塚3号古墳）の発掘作業は安西工業株式会社に委託した。

5.写真は吉村が撮影した。

6.本書を作成するにあたり下記の諸機関並びに諸氏のご指導・ご協力いただいた。ここに記して謝意を表する。

奈良県教育委員会、奈良県立橿原考古学研究所、奈良県内市町村埋蔵文化財担当者連絡協議会、学校法

人西大和学園、吉田栄治郎、辰巳和弘、弓戸猛、辻井賢治、岡田伊平、米山英、森川勲、元田親房、

田野瀬太樹、安楽寺、臼田淳三、稲葉清、植田正慶、江崎正治、植田和男、山本八重子、佐藤良二、

加藤一郎、和田一之輔 （敬称略、順不同）

7. 図2は国土地理院発行の 1: 25,000地形図「信貴山J（平成 13年7月1日発行）及び「大和高田」（平成14

年4月1日発行）をもとに作成した。図3・6・10・16は河合町発行の 1: 2 500河合町全図 1・3 （平成 16

年3月 修正版）をもとに作成した。

8.士層の土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準主色帖22版』に拠った。

9.発掘調査により出土した遺物、及び図面・写真等の記録類の全ては河合町教育委員会で保管している。

10.遺物の整理及び本書の作成は吉村、石松が行った。

11.本書の執筆・編集は吉村が行った。
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大塚山古墳群出土・採集遺物（6)
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1. 2011 . 2013年度の埋蔵文化財発掘調査について

2011 （平成23）年度には川合遺跡小字大西地区および薬井

小字北山地区における調査を実施した。現地調査が年度末に

及んだことから、報告書作成に至らなかった。

2013 （平成25）年度は2件の発掘調査を実施した。大輪田・

城内遺跡第2次調査、及び高山3号墳第2次調査である。大

輪田・城内遺跡の調査は、 2007（平成 19）年度の調査を第1

次調査とし、今回の調査を第2次調査とした。また、高山3

号墳の調査は 1991（平成 3）年度の調査を第 1次調査とし、

今回の調査を第2次調査とした。

本報告書に掲載した4件の調査は全て開発に伴う緊急発掘

である。 4件中の2件は個人住宅建設に伴う調査であり、調

査面積も狭小なものであったが、それぞれの調査で各遺跡に

おける新知見を得ることができた。

函1 河合町の位置

1薬井北山地区 2大輪田・城内遺跡 3高UJ3号墳 4Jll合遺跡大西地区

図2 2011・2013年度調査地位置図



2.川合遺跡大西地区の調査

( 1 ）はじめに

今回の調査地は、『奈良県遺跡地図jに「lOB-20Jと記載されている遺物散布地の範囲内に位置する。当該

地において専用住宅の建て替えが計画され、建築面積の 5%を超える柱状改良（深さ 3m）を伴うため、工事に

先立つ調査として発掘調査を実施した。狭小な面積であり、微細な遺物の採集も考慮し、全て人力により作業を

行った。断ち割りにより深さ 120cmまでの状況を確認したが、地盤が軟弱であることや、天候の影響を考慮し、

地山までの掘削を行わなかった。調査終了後、工事着工までの安全を考慮し埋め戻した。

ところで、平成18年度に今回の調査地の南60mの地点で専用住宅建設に伴う発掘調査を実施し、川合大西遺

跡として報告している註1。この城山古墳を中心に広がる遺物散布地の範問、内容はまだ明らかになっていない。

市場地区及び城古地区にまたがるところから遺跡名としては「川合遺跡Jあるいは「川合遺跡群」とすべきであ

ろう。今後の周辺地域での発掘調査の進展に伴い、各調査地での遺跡の内容が明らかにされ、それぞれの調査地

問のつながりが明確になるまでの仮称として、「Jll合遺跡00地区Jという呼称を用いることとする。

註1）『2005・2006・2007年度埋蔵文化財発掘調査報告書一河合町文化財調査報告書 第20集－j2008年 河合町教育委員会

( 2）遺構

今回の調査では明確な遺構は検出していない。既存建物に伴う整地層（2層・3層）は地表面からの撹乱が著しく、

東側では旧耕作土（6層）の下の居位にまで及んでいる。 6層の下層はさらに古い耕作土層（7層）であり、須恵器、

埴輪、瓦器、羽釜等の遺物を含む包含層となっている。

( 3 ）遺物

遺物包含層中から石包丁と思われる石器が出土した。河合町内では舟戸・西岡遺跡で古くから在包丁が採集されて

いるといわれているが、町教育委員会による発掘調査に伴って出土したのは今回が初めてで、あるO後世に転用され、小

孔が2か所に開けられている。一方は穿孔

時もしくは穿孔後に割れてしまったようで

ある。用途は不明である。

(4）まとめ

調査区の中央より西側で水田耕作土層

を確認した。調査地の東側道路が古くから

の道であり、西側を通り御幸橋を経て斑鳩

町域に至る県道は近代に整備された道路

であるが、昭和39年当時も調査地と県道の

間は水田として利用されていた。調査地の

半ばから東は一段高くなり、古くからの道

に接する部分が宅地や畑として利用されて

いたものと考えられる。

図3 Jll合遺跡大西地区調査地位置図

2 



道
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トレンチ

川合遺跡大西地区第2次 トレンチ南壁

麗番位号 土唐名 土色帖記号 備 考

1 灰1日色上 5YR5/2 撹乱、1；主地士、粒子細かい

2 1幻自色土 5YR4/2 撹乱、石・瓦を含む

3 にぷい黄褐色粘質土 10YR5/4 枯質土、 j;):J也問（古）、 l~JiWI日色土（］OYR7/6)J虫

4 赤灰色土 2.5YR4/J 背灰色士（5B5/l)塊、やや砂n
5 時i}i1褐色土 5YR3/3 i虎黄色土（2.5Y8/4）粘土塊

6 陪背灰色ti；質土 5PB4/l 旧耕作土、シルト、結託

7 青灰色土 5PB5/l 釜包含あ倍I）、、i培背青灰灰色色枯土民土l5PをB筋41状！）にi血含む、須lllir.-1・j車輪・瓦器・羽

。 5行1

。 5m 

図4 Jll合遺跡大西地区謂査トレンチ平箇図及び土層断面図
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図5 川合遺跡大西地区出土遺物

挿図 閲版
遺物名 特 徴

遺物台帳

番号 番号 ラベル番号

5-1 2-1 
土師器 ［法量］残存高： 3.5crn ［色調］外面：灰白（10YR8/2）・黒褐（10YR3/2）、内面：黄授（10YR7/2)［）］台土｝密、径1

KON②－4 
羽釜 mm以下の石英・長石・黒色砂粒を少量；含む ｛焼成］良好 ｛その他lff占り付け凸帯 外商に煤付着 ナデ調整

5-2 22 士郎器皿
［法量］残存高：l.15crn 復元口径 8.4crn ［色調］にぶい黄様（10YR7/3) ［）］台二日密、径lmm以下の石英・雲母を少

KON②3 
量；含む ［焼成］良好 ［調整］ナデ

53 23 
石製品石包 ［法量］ 3.65crn×5.35crn、！墜さ 0.6crn、葉景17g ［石材種類］結晶片宕 割れた石包丁を転用し、 2か所に小孔を苦手っ

KON②－3 
丁転用品 ているが、一方の小孔部で苦手孔時又は穿干し後に欠損している。

表1 川合遺跡大西地区掲載遺物一覧

3 



3.薬井北山地区の試掘調査

( 1 ）はじめに

当該調査は平成23年10月6日付けにて学校法人西大和学園より提出された遺跡有無確認踏査願に対し、平成

23年10月24日付けにて奈良県教育委員会教育長より河合町教育委員会教育長宛に踏査の依頼があった。平成

23年11月11日付けにて踏査の報告を行った。その結果、平成23年12月1日付けにて奈良県教育委員会教育

長より申請者に対して試掘調査が必要である旨の通知をされたことにより、申請者と河合町教育委員会とで協議

し、遺跡の有無を確認するために試掘調査を実施した。

調査は山林部を中心に9か所の調査区（トレンチ）を設定し、人力により掘削を行った。調査終了後、造成工

までの聞の事故防止のためすべてのトレンチを埋め戻した。

薬井北山地区調査地位置図

図7 薬井北山地区調査トレンチ配置図
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1トレンチ

薬弁北山地区 第1卜レンチ南壁

腐器1主立宰 土麗名 土色帖記号 備 考

1 黒褐色f 5YR3/1 表！

2 赤掲色土 5YR4/8 明lし、砂

'l 黄1青色十 lOYRS/6 やや羽lい砂

4 にぶい賞痘色土 10YR6/4 細かい砂伊、灰色十（7.SY5/1)砂が縞状に入品

5 にぶい褐色土 士5YR5/4 誕IIかい砂を含む：t

6 i悶赤褐色士 5YR5/6 やや＃1い砂が塊で入る

7 浅黄色土 Z.5Y7/4 制かい砂

8 笹色土 7-5YR6/8 明るい鉱物R'iがところどころに紺く入る

日 浅黄色J: 2.5Y7/4 キ且v、ノl、石恒lが入る

10 灰白色土 7.5Y7/1 l:f仏、砂

番庖位号 士唐名 土色帖記号 備 考

11 慣色土 7.5YR6/G 'lj＼ニiニ

12 灰色土 7.5Y6/l シルト

13 灰白色土 7.5Y7/l tllし砂

14 淡黄色土 2.5Y8/3 細かい砂

15 十日色

1fi 灰色土 7_5y日／1 事与ト

17 経色土 7.5YR6/6 粘土

18 明黄褐色lニ 10YR6/6 砂貿tこを主体とし、こころとrころに粘土、砂町塊が入る

～叫＝－－－－ 5 

-412二三七フr~m
土J〆ーォ糾ンチ

2 
62.00m 

薬弁北山地区 第2トレンチ東壁

第3トレンチ hι 第4トレンチ管番位号 土庖名 土色帖記号 儒 考

1 黒褐色仁 7.5YR:J/Z 表 l二

2 明此f褐色土 10YR6/8 部lかい砂

3 I~］黄褐色土 10YR7／品 やや粗い砂、浅草枝色t(lOYRS/41の粗砂混じる

4 1正白色l 2.5Y7/l 調IIかい砂'it悩士、灰白色粘土

5 砂際的

6 淡黄色土 2.5Y8/4 河ilflかい砂

7 黄符色土（7.5YR7/8）が混じる~~l砂、砂礁周

自 灰黄色土 Z.5Y7/2 調1かい砂

番庖位号 士唐名 士色帖記号 備 考

1 ,'n刻色i 7.5YR3/2 表 1.、開葉L

2 淡黄色土 2.5Y8/4 竹根による撹乱土

3 浅漬峰色土 7.5YR8/6 白石砂礁を合む；粗い砂

4 明黄褐色土 10YR7/6 やや担lい砂肘

5 灰白色土 10Y7/l ~ Bかい粘土、省、 i;J;＇ρ青灰色粘ヱ

6 閉j赤褐色 t 5YR5／呂 II丘赤褐色砂、磁い、担le•砂

7 R月賞褐｛立十 2.SY7/6 Ill かい~；；、しまる

8 淡黄色！： 2.5Y8/4 竹桜による持t~L士、 2回と｜司操

日 灰白色土 Z.5Y7/l 第2トレンチ4肝と同様

10 明主'l褐色士 10YR7/6 4府と｜詞iじ

薬井北山地区 第4トレンチ東壁

I - ---
3 

62.00m 
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第8トレンチ1区 第6卜レンチ2区
薬井北山地区 第5トレンチ東壁

薬井北山地区 第6トレンチ東壁
番居住号 士層名 土色帖記号 備 考

I 黒褐色土 5YR3/l 表 t

2 明黄褐色」 2.5Y7/6 竹根による撹乱

3 粗い砂と却｜かい砂が混じる、 6府と7府が混じる

4 黄色.1: 2.5Y8/8 やや粗い砂

5 明黄褐色土 2.5Y6/6 細かい砂、木根による悦乱

日 浅黄色上 2.5Y7/4 高Hかい＂＂＇

7 申j武褐色土 2.5Y7/6 粗い砂

と』翌~
i珂赤褐色ヒ

土唐名 ｜土色帖記号 備 考
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図8 薬井北山地区調査トレンチ平菌図及び土層断面図（1) 5・6
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-," 5 薬井北山地区 第アトレンチ東壁

4 
番層イ号立 土層名 土色帖記号

1 黒褐色土 10YR3/l 

2 明黄褐色土 10YR7/6 

3 明黄掲色土 10YR6/6 

~ 4 

5 黄褐色土 10YR5/6 

6 澄色土 7.5YR7/6 

7 黒褐色土 7.5YR3/2 

第アトレンチ

8 薬井北山地区 第8トレンチ西援

＼ 〈一一一一一ーム一一一一－ / ）す士一一一一一一一一 層番位号 土層名 土色帖記号

1 黒褐色土 5YR3/l 

2 i主黄穫色土 10YR8/4 

3 にぶい黄桜色粘質土 10YR7/4 

4 黄樫色粘質土 10YR8/6 

灰に黄ぶ色色土い黄土澄色土
2.5Y6/2 

4’ 10YR5/4 
援色 7.5YR6/6 

→可e:,._ 5 赤褐色土 10R4/4 

6 経色土 7.5YR7/6 

第8トレンチ 7 授色土 7.5YR7/6 

8 

9 にぶい樺色土 5YR6/4 

10 にぶい黄色土 2.5Y6/3 

3 
.' 56.00m 

6モラ~－ ~－－－ I 薬井北山地区 第9トレンチ南援

層番位号 土層名 土色帖記号

1 赤黒色土 2.5YR2/l 

2 にぶい黄澄色土 10YR7/4 

3 灰黄褐色土 10YR5/2 

4 黄桜色土 7.5YR7/8 

5 緑灰色土 10G5/l 

6 黒色土 N2/C〕

第9トレンチ 7 E音オリーブ灰色土 2.5GY4/l 

8 灰オリーブ色土 5Y5/2 

9 黄櫨色土 7.5YR7/8 

。 5η1 

図9 薬井北山地区トレンチ平面図及び土層断面図（2)
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f蔚 考

表土

やや細かい砂土、須恵器出土

やや粗い砂土

粘土

細かい砂を含む土

やや粗い砂

細かい砂の膚が細く入る

イ蒲 考

表土

細かい砂を含む粘質士、根による変質

す占質土

粘質土、灰白色粘土（5Y7/l）を含む

きなこのりしよなうに細かい粘質土、色調の境が
はっき い

暗赤褐色、褐鉄鉱の塊が入る

細かい砂

細かい砂

褐鉄鉱

細かい砂

粘質土

自滞 考

耕作土

粘土、整地土

細かい士、耕作土

程砂土する色・（石5高粘Yをさ6土含／でiみ、？上．が、5下Y層塊層Rはで6は／入よ8やく）るや締と。粘オま5層質るリ上ー層面ブで黄に白色対色粘応の
粘土

有機質層

やや砂質

細かい粘土

粘土



平坦面側及び斜面側に土塁状地形に付随するような溝状の遺構は確認されなかった。

第4・5・6・8トレンチの状況から、現尾根頂部の東側は過去の造成が及んでおらず原状をとどめているが、

表土下はすぐ地山であり、遺構は検出されなかった。

東側平坦地の状況は第9トレンチにより確認した。この部分は丘陵上の造成によって出た土により谷を埋めた

ものとの教示を得たが、第9トレンチでも lm以上の盛土が確認されている。盛土（2層）の中には5～ 30cm

程度の輝石安山岩等の石が含まれていた。 3層は耕作土である。 6層は植物の有機質膳で、旧地形の地表面と考

えられる。

( 3 ）遺物

第7トレンチの堆積土中から須恵器高杯1点が出土している。また、第3トレンチ付近の表土及び第9トレンチの盛土

内から瓦、陶磁器が出土している。 1はトレンチ設定のために第1トレンチ付近の清掃に伴い表土中より出土したもので

γーっ -l/1 市：
。 10cm 

ある。土師器の杯の口縁と考えられる。 2は第7トレンチの北

側部分の造成後に堆積した土中から出土したものである。ト

レンチ中央部の土手上に残された部分から転落したものと考

えられる。須恵器高杯の破片で、杯部と脚部の接合部であ

る。古墳時代の須恵器の中でも比較的古い時期のものと考え

てもよいであろう。

(1、2 sコ1/4)

図10 薬井北山地区出土遺物

挿図 図版
遺物名

番号 番号
特 得I 出土位置

遺物台帳

ラベル番号

10-1 7-1 土師器杯？
［法量］残存両 l.6cm 復河口径： 10.4cm ｛色調］にぶい授（7.5YR7/4) ［胎土｝密、

径 lmm以下の長石、雲母を少量含む
表土 KKS-2 

10-2 7-2 須恵器高杯
［法量］残存局・：3.7cm 脚部基部直径：2.9cm ｛色調］外面・灰色（N5/0）、断面・赤灰色（7.5R5/l)

［胎土］密、径0.5mm以下の長石雲母を僅かに含む ［焼成］良好
第7トレンチ2層 KKS4 

表2 薬井北山地区掲載遺物一覧

(4）まとめ

調査地の最高所の西側平坦面の北・東・南側を囲続するように見られた土塁状の地形は、当該地の山林部が過

去に造成された時に形成されたものである。切士を行う際に雨水による土砂の流出を防ぐ目的で周囲を高く残し

たものと考えられる。第1トレンチ西側では切土の後、若干の盛土を施して、平坦面の整地と西側法面の成形を

行ったようである。山林部東側については原状をとどめているが、遺構は全く認められなかった。事業地の東部

平坦部は周辺の造成時に切土された土砂を用いて lm以上の盛土を行っている。

第7トレンチの平坦面側堆積土から須恵器高杯が出土したことと、第9トレンチの盛土内から安山岩等の石材

が出土していることから、調査地を含む地域に古墳が存在した可能性は高い。しかしながら、過去の開発、造成

に伴い既に消滅していると考えざるを得ない。調査地周辺にある古墳としては、北側の白鳳女子短期大学の構内

にある岩才池北古墳や葛下川を挟んで西側に位置する達磨寺古墳群、北東側の舟戸山の丘陵上に円墳と考えられ

るものが知られている。しかし、かつては岩才池北古墳の周辺に5、6基の小円墳があり、小石室を有し、勾玉

や金環等が出土したとされている註20

第9トレンチでの土層の観察と地元の方々からご教示頂いた状況を勘案すると、東側低地部分については大き

く盛土されていることが明らかであり、遺構が存在するとしても、今回の確認調査の契機となったグラウンド造

成による工事が遺構面まで及ぶものではない。

以上、今回の調査の結果から、当該事業計画地における本発掘調査は必要ではないと判断し調査を終了した。

註2）樋口清之「大和の先史原史時代と王寺平野」（保井芳太郎編『大和玉寺文化史論j)1937年 大和史皐曾
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4.大輪田・城内遺跡第2次調査

( 1 ）はじめに

当該調査は平成25年度に安楽寺本堂・庫裏建て替えに伴い実施した大輪田・城内遺跡における調査である。

既存建物の取り壊しの前後に発掘調査を実施したため調査期間が3月に亘っているが、実働は6日間である。前

半の調査では解体前の本堂の東側と北側にトレンチを設定し、東側を第1トレンチ、北側を第2トレンチとした。

本堂及び庫裏解体後には、本尊が安置されていた地点を中心に南北方向と東西方向に交差するトレンチを設定し、

第3トレンチ及び第4トレンチとした。既存建物解体時には礎石も撤去されており、さらに基壇上面は整地が行

われていたため、後半の調査では測量図を基に内陣の本尊安置位置が中心となるよう十字に交差するトレンチを

設定し、南北方向を第3トレンチ1区、第4トレンチ1区とし、東西方向のトレンチを第3トレンチ2区、第4

トレンチ2区とした。

調査トレンチは狭小な面積であり、微細な遺物の採集も考慮し、全て人力により作業を行った。調査終了後、

埋め戻した。

( 2）遺構

本堂東側に設定した第1トレンチでは、整地層である 1層、表土層の2層の下は穫色粘土の地山である。トレ

ンチ南西隅部では土墳を検出している。また、 トレンチ中央部付近では遺物や炭を含む落ち込みを検出している

が、 ζの落ち込みはごく最近ま苧を燃やしたりLたものを昨ていたということであり、現代のものである。 ｜ 
第2トレンチでは本堂北側から建物を支える支柱を設置した後の整地の痕跡を確認したのみで、近世以前の遺

構は認められなかった。

第3トレンチ 1区で検出された礎石据え付け遺構（礎石1）は本堂の柱間間に合致しないものであり、安楽寺

の前身であった中村道場に関連するものの可能性もある。

図11 大輪国・城内遺跡調査地位置図
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大輪田・城内遺跡調査トレンチ配置図図12

第3トレンチ2区では6層内で瓦器等の遺物が見られ、盛土であることがわかる。第3トレンチと第4トレン

チの交点から 6メートル東の地点で固く締まる 8層が検出されているが、地山の範囲は判然としない。

第4トレンチ2区では3か所の礎石を確認した。礎石2、3は大きな石材ではなく、束柱の礎石かとみられる。

礎石4は車接柱を載せていた礎石は解体時に失われており、下部構造としての長さ 50cm幅40cmの大石及び、礎

石を安定させるための径lOcm前後のJ擦が出土している。第4トレンチ2区の西側では調査時の地表面直下で地

山が検出されており、礎石4の西側2m40cm地点より東の位置で30cm落ち込んで、いることになるが、盛土の始ま

る位置は取り壊し時の撹乱により判然としない。礎石2. 3・4はすべて盛土により造成された基壇上に据えら

この石の上面まで盛土を施した後、機を放射れたものである。特に礎石4は盛土をしながら下の石を据え付け、

状に並べて、上に乗せる礎石の安定を図っている。礁を並べた時点でさらに盛土を施し、機の上面で水平面を造

これが基壇の上面となる。礁の範囲から考えると上部にあった礎石は直径40cm程度と考えられる。この成し、

礎石4は本堂内陣西側余聞の最も西に位置する柱である。

このため、

南から北に土を流すように盛土されたことがうかがえる。調査期間の都合により、狭い断ち割りでの確認である

10 

第4トレンチ1区ではきめの細かい土や砂の層が重なり、南側が高く北側が低い傾斜となっている。



※ 

※ 

第1トレンチ西壁

第2トレンチ北壁

6 

大輪田・域内遺跡第2次 第3トレンチ2区北援

士層名 ｜土色帖記号

lOYR8/6 

10YR5/l 
7.5YR3/l 

備考

第4トレンチ1区東監の9周にMじ

第4トレンチ1区東竪のII府に同じ

46.00m 

46.00m 

10m 

※ 

第3トレンチ1区西壁

第4トレンチ2区 南壁

第4トレンチ1区 東壁

「一一コノア
第3トレンチ1区 礎石1。 1m 

8 46.00m － 

2η1 

第4トレンチ2区 礎石4。 1m 

大輪回・域内遺跡第2次 第1トレンチ西壁

題番位号 土箆名 二七色帖記号 備 考

I 明黄1日色t !OYR7/6 ~ l黄f：褐（7.色5Y土Rを61主8）体をと含しむた士、灰I~！色粘土（5Y7/2) 位色砂

2 1県113色土 10YR3/I 

3 II~灰黄色土 2.5Y5/2 遺物・炭を多く合む、よく締まる

4 灰白色砂 2.5Y8/2 細かい砂

5 灰白砂質枯土 5Y7/2 黄倍色土（］OYR7/8）、細かい上を含む

6 椴色枯：！： 7.5YR6/8 筋状にi府赤褐色担l砂ニl:(2.5YR3/6）を合む、地J]J

7 灰白色粘土 5Y712 下方は明裁褐色枯土（2.5Y7/6)

8 灰寅色枯質こI: 2.5Y712 粘！＇（士、明赤褐色枯質土（ 5YR5/8）混じり、巡！持i出土

9 灰黄色砂質土 2.5Y6/2 砂質cl: 明赤褐色（5YR5/6）砂粒を合む

10 1品色士 7.5YR•l/3 申色ilMを色含土む(7.5YR5/6）を塊で合む、灰白色紡i二（5Y7/2灰白

II 浅黄色砂質土 2.5Y7/3 ！日色土を含む

大輸局・城内遺跡第2次 第2トレンチ北壁

土層名 ｜士色枯記号 備 考

1 111.¥l白色土 I 10YR3/3 1整地土
2 ｜賞授色砂白土 I 10YR7/8 ｜よく締まる
3 ｜にぷい黄禍色土 I 10YR5/4 ｜砂粒・遺物を多く含む、泉佐土あり、木根痕

4 1＇っ 4Q,_Q町n

－一一仁三七；
大輪回・域内遺跡第2次 第3トルンチ1区間壁

盾番位号 土贈名 土色帖記号 錆 考

1 i茸黄色土 2.5Y7/3 制百かい土

2 黄灰色土 2.5Y4/l 

3 灰白色砂 lOYRS/2 相1い砂

3’ 桂色砂質土 5YR6/8 きめ細かい砂、結質士混じる

4 しまった土

5 しまった土

6 表土

46.00m 

第3トレンチ2区北壁

番層位号 土層名 土色帖記号 備 考

1 にぷい黄113色t 10YR7/2 剤IIかい士

2 燈色土 7.5YR7!6 白っぽい枯土がJJI!で入る

3 1珂黄111色土 10YR7/•l 細かい上、よく締まる、白色砂粒合む

4 灰白色砂 lOYRS/2 細かい砂

5 笹色袷土 7.5YR6/8 きめの細かい粘士令

6 4層に向じ、 IHJ/¥'lとして5胞が入る

7 浅黄色土 2.5Y7/4 調nかい

8 1主f奇怪色砂！＇（土 7.5YR8/3 細黄か澄い色砂枯に土灰（1オOYリRー8フ16色）の枯塊土を（5合Yむ6/2）・灰白色土（5Y7/l)

9 1奇怪色砂！＇（土 lOYRS/6 細かく、締まる

]0 にぷい黄113色土 10YR7/3 石・砂を含む

II 黒褐灰褐色色士-t: m~~＼ 締まりなくボサボサ
12 にぶい笹色土 7.5YR7/4 相iい砂、地J[j

13 灰白色砂民士 7.5Y7/I 租い砂

14 15に同じ

15 1日色土 7.5YR4/3 J話乱、 14に同じ

16 1音色枯質土 5YR6/8 塊で15厨に入る

大輪田・域内遺跡第2次 第4トレンチ2区南箆

震番位号 土層名 土色鮎記号 備 考

7’ 

9 iYl笹色砂質土 lOYRS/6 組！かく、絡まる

9’ 貸椴色砂質土 lOYRS/6 細かし締まる、灰白色粘土（5Y7/2）の塊を含む

10 にぶい黄褐色土 10YR7/3 百・砂を含む

II ~日l灰褐色色土士 }m~i 絡まりなくボサボサ
12 にぶい燈色t 7.5YR7/4 担1い砂、i也山

A 絡まりのない笠地層、！日本立Jf~I）壊し後の技地問

B 灰Jltl日色土 10YR4/2 木片・モルタル等を含むlitl也府、よく締まる

c i茸黄色土 2.5Y7/4 砂粒を含む、よく絡まる

D f珂黄褐色t 10YR7/6 1怪I!!（・立石砂，jもI粘を含土む(7.5YR6/8）の塊・i珂赤ffl色土（2.5YR5/8）の
E 黄f白色土 10YR5/6 Dより担Iく枯質
F 褐灰色祐史土 10YR5/l 灰赤色砂武士（2.5YR4/2）を含む、I部は黄色枯土

G l~H者向色－f: IOYR7/6 細かい

H 灰黄1母色枯質土 IOYR5/2 

]( 黄椴色枯質－J: 7.5YR7／呂

L ,Vt灰色紡n土 2.5Y5/I i茸黄笹色枯土（7.5YR8/6）の掩を含む

図13 大輪田・城内遺跡調査トレンチ平間図及び土層断面図
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図15 大輪田・域内遺跡出土遺物（2)

ため調査途中で掘削を残念したが、最下層はさらに数十cmは締まりのない盛土層が続くようである。調査中に

各トレンチが水没するほどの一時的な豪雨があったが、雨が止んだ後、第4トレンチ1区のみすぐに雨水が地下

に浸み込んでしまった。当該部分で観察された土はすべて盛土である。

以上の各トレンチの状況から、第3トレンチと第4トレンチの交点より北側は盛土により造成されていること

がわかる。

( 3）遺物

主な遺物として近世の瓦・陶磁器が出土している。少量ながら土師器・瓦器の破片も出土している。

28は鉄製の釣り金具で、建物取り壊し後の基壇上で採集したものである。有機質のものに鋲留めしていたも

のと考えられる。上部の孔は棒状のものに引っ掛ける孔であろう。

17～ 21はくらわんか手の磁器碗で安楽寺建立時期以降のものである。

(4）まとめ

今回の調査では大輪田城に伴う遺構は検出されなかった。調査地西側の現状の地形から推測すると、現在の安

楽寺の造営時に尾根頂部を大きく切土して建設地を造成したようである。この造成時に先行する遺構は削平され

ているものと考えられる。このため、大輪田城に関連する明確な遺構は検出できなかったが、出土遺物から中世

以前の遺構が存在していたことが伺える。本堂は宝永6年（1709）に建立されたもので、地山を整形して造られ

た基壇上に前身建物（中村道場）があり、その基壇を北側に盛土により拡張して、新たに本堂を立てたと推測で

きる。また、河合町域ではこれまであまりわかっていない近世寺院の建築に際しての基壇造成の状況や礎石を据

えつける際の状況の一端が明らかとなった。
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表3 大輪自・城内遺跡掲載遺物一覧

挿図 図版
遺物名 特 得I 出土位置

遺物台帳

番号 番号 ラベル番号

14-1 16-1 土師器皿l
［法量］残存高：2.0cm 復元口径： 12.4cm ［色調］にぶい澄（7.5YR7/4) [Jj合土］密、

第3トレンチ2区 OJ②－15 
径9mm以下の長石・雲母を僅かに含む

[i去量］残存高：2.lcm 復元口径：20.4cm ［色調］外面にぶい褐（7.5YR6/3）黒褐（7.5YR3/l)
14-2 16”2 土師質 jJjJ釜 内面：にぶい援（7.5YR7/4) ［胎土］街、筏lmm以下の石英・長石・クサリレキ・雲母 第4トレンチ2区 OJ②－19 

を僅かに含む ［焼成］良好 ［残存率］ 118 

14-3 16-3 士郎質羽釜
［法量］残存高：3.0cm ［色調］浅黄澄（7.5YR8/4) ［胎土］密、径9mm以下の石英・長石・

第lトレンチ OJ② 2 
クサリレキを少量含む ［焼成］良好

14-4 16-4 土am質羽釜
｛法量］残存高：l.Scm ［色調］にぶい黄積（10YR7/4) [Jj台土］普通、径lm回以下の石英・

第3トレンチ2区 OJ②－15 
長石を少量含む ［焼成｝良好 ［残存率］ 1/12以下

［法量］残存高： 4.0cm 復元口径 37.Scm ［色調］外商・灰黄褐（10YR5/2) 内面：に

14-5 16“5 土師器 f包：協 ぶい黄澄 (lOYR6/3) ［胎土］密、径9mm以下の石英・長石・雲母を僅かに含む ｛焼成］ 商慣lJ山屋 OJ②ー23
良好 ［残存率］ 1/12以下 ［その他］表採資料

14-6 16-6 土師器泡焔
[i去最；］残存高：3.7cm ［色調］外面：灰褐（7.5YR7/4) 内箇：にぶい；燈（7.5YR7/4) 日台

第2トレンチ OJ②ー12
土］密、径lmm£J,Fの長石・雲母を僅かに含む ［焼成］良好

14”7 16-7 瓦質土器鏑または土管
[i去最］残存l高： 3.9cm 復元口径：25.Scm ［色調］黒%＼ (2.5Y3/l) [JJ台土］普通、径1

第3トレンチ2区 OJ②ー15
nun以下の石英・長石を少量含む ｛焼成］良好 ［残存率］ 1/12 

14司8 16-8 瓦質土器搭鉢
［法最］残存高：4.Zcm 復元底径：7.Scm ［色調］外商：灰白（2.5Y7/l) 内面：灰黄（2.5Y7/2)

第3トレンチ1区 OJ②－1'! 
日台土］普通、径lmm以干ーの石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ｛残存率］ 1/4 

［法量｝残存高：3.6cm 復元底径：12.Scm ［色調］外商・にぶい賞澄（lOYR6/3) 内面：

14-9 16-9 瓦質土器播鉢 褐灰（10YR6/l) ［胎土］普通、径4mm£J,下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ［残 第3トレンチZ区 OJ②－15 
存率］ 1/6 

14-10 16-10 軒丸瓦
［法量］瓦当復元筏：14.Zcm 瓦当厚：2.Zcm ［色調］灰（N4/0) [fl台土］密、径Zmm以

第Zトレンチ OJ② 11 
下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ［その他］表採資料

14-11 16-11 軒丸瓦
｛法量］瓦当復元径：14.0cm 瓦当厚：2.0cm［色調］ f清灰（N4/0) ［胎土］密、径Zmm以

第2トレンチ OJ② 11 
下の石英・長石・雲母を少量含む ［焼成］良好

14-12 16-12 軒丸瓦
［法量］瓦当復元径：15.Scm 瓦当厚： 2.3cm ［色調］灰（N4/0) ［飴土］普通、径6mm

第4トレンチ OJ②ー17
以下の石英・長石・雲母を少量含む ［焼成］良好 ｛その他］巴文

14-13 16-13 軒丸瓦
［法量］瓦当径：14.0cm 瓦当厚：0.95cm［色調］灰（N5/0) ［胎土］普通、径711m1以下

OJ②ー18
の長石を少量含む ［焼成］良好 ［その他］表採資料

H-14 16-14 平瓦
｛法量］残存長：5.3cm 残存幅：10.05cm 厚さ：1.Scm ［色調］灰（N4/0) [)j台土］普通、

第2トレンチ OJ②ー12
径Zmm以下ーの石英・長石を少量含む ｛焼成］良好

［法量］残存長：5.0cm 残存幅：5.35cm 厚さ：2.3cm l色調］灰（N4/0) ［胎土］密、
14-15 16-15 鬼瓦 径lmm以下の石英・長石を少量合 ［焼成］良好 ｛その他］全面的にいぶしがかかる。鬼 第1トレンチ OJ②－10 

の恩または髭。

14-16 17-16 陶器鉢
［法量］残存高：4.Scm ［色調］黄褐稲：灰白色胎土：灰白色 ［）！台土］精綴 ［焼成］ 第1トレンチ

OJ② 9 
良好 ［その他］内面に文様（雷文？）

14-17 17-17 磁器碗（染付）
｛法量］残存江 3.0cm 復元口径・ 11.0cm ｛色調］秘：育、透明胎土：白 [JI台土］精

第4トレンチ2区 OJ②－17 
良 ［焼成］良好 ［残存率］ 1/6 

14-18 17”18 磁器碗（染付）
［法量｝残存高： 3.3cm 底径：4.0cm ［色調｝紬：淡青色、透明胎土灰白色 rn台土］

第1トレンチ OJ②ー7
精良 ［その他］外商iに草花文

14“19 17-19 磁器碗（染付）
［法量］残存高：2.7cm 復元底径：4.Scm ［色調］紬：育、透明 JI台二i二：白 [)J合土｝精良 ｛焼

第4トレンチ2区 OJ②ー17
成］良好 ［残存率］ 1/4 

14“20 17-20 磁器碗（染付）
［法量］残存高：1.7cm 復元Jif径：4.4cm ［色調］粕：青、透明胎土：白 ［胎土］精良 ［焼

第4トレンチ2区 OJ②－17 
成］良好 ［残存率］ 1/12以下

14-21 17-21 磁器碗（染付）
｛法量］残存高：3.Zcm 復元Jif径：4.Zcm ［色調］秘：青、透明 )J台土：白 [JJ台土］精良 ［焼

第4トレンチ2区 OJ② 17 
成］良好 ［残存率］ 1/4 

14-22 17-22 磁器皿（染付？）
［法量］器高：3.7cm 復元口径：ll.6cm ［色調］紬：褐、灰白 )j台土：白 [JI台土］精良 ｛焼

OJ②ー18
成｝良好 ｛残存率］ 1/3 ［その他］表採資料

14-23 17-23 磁器紅皿
［法量｝残存高： 1.25cm 復元口径：5.4cm ［色調］ ~di ・白・透明 ［胎土］精綴 ［焼成］

第2トレンチ OJ②”12 
良好 ［残存率］ 1/4 

14-24 17-24 磁器 1II1 
［法量｝残存高：1.85cm 復元底径.7.4cm ［色調］紬：白 ！治土：灰白 ｛！！台土］精綴 ［そ

第2トレンチ OJ②ー12
の他］内面に菊花文

15-25 17-25 二上製品 人形？
［法主主］長さ：2.Scm l協・1.3cm 厚さ 0.55cm 重量lg I色調｝明赤褐（2.5YR5/6) ［胎

第1トレンチ OJ②ー1
土｝精級、筏lmm以下の長石を僅かに含む ［焼成］良好 ［その他］剥離痕

15-26 17-26 土製品人形？
［法量］長さ・：2.35cm 幅：1.2cm 厚さ O.Scm 重量2g ［色調］明赤褐（2.5YR5/8) ［胎

第1トレンチ OJ②ー1
土］精綴、筏1捌以下の長石を僅かに含む ［焼成］良好 ［その他］剥離痕

15 27 17-27 土製品人形？
［法量］長さ：2.25cm l踊：1.25cm 厚さ 0.5cm 重量lg ［色調］澄（2.5YR6/6) [Jj台二！こ］

第1トレンチ OJ②ー7
精級、径lmm以下の長石を僚かに含む ［焼成］良好 ［その他］剥離痕

15-28 17-28 鉄製品釣り金具 ［法量｝長さ：5.9cm l福：4.6cm 厚さ 0.15cm 重量16g ［その他］表採資料 OJ② 18 
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5.高山3号墳（高山塚3号古墳）の調査

査

発

調

て
る

し

け

と

川

お

査

し

に

調

内

つ
囲

立

笛

範

先

一

定

に

一

日
む
出
事
一

溝

工

周

、

u

h
Hノ

丘
ぁ
u

墳

だ

い

恥

蹴

m

苧

階

一

q
J

相
似
・

山

北

‘

高

地
と

定

’

じ

指

一

施

の

ん

実

噴

a

仙
川
口
一
万
一

こ

3
4

U

塚
M

皆

山

u

p

晴

主

の

た

定

直

れ

物

を

ま

を

訪

中

る

設

土

そ

遺

業

m
認

手

群

い

を

盛

、

な

作

恥

確

引

墳

て

チ

び

し

細

り

ロ

の

朝

出

れ

ン

汲

醐

微

ー

さ

で

こ

H

さ

レ

j

持

、

ト

ト

架

ま

即

誠

定

ト

嘘

1

1

d

u
引

山

年

U
M

予

の

初

ー

リ

円

つ

よ

地

不思

f

A

K

什
仕
H

J

i

ー

し

同

1

・

民
υ

r

B

λ

リ

L

k

r

r

I

M

」

2

史

o
u
u

吋

設

機

つ

全

I

ハ

に

成

は

た

き

一

ユ

建

重

に

、

川

口

引

平

地

し

廷

に

物

を

位

し

割

三

川

河

は

査

施

物

内

建

層

層

慮

ち

確

工

査

調

実

建

地

存

士

の

考

断

吃

は

調

。

を

の

査

既

耕

位

も

o

況

。

）

該

る

査

棟

調

。

旧

下

集

た

状

た

1

当

あ

調

2

、

た

の

り

採

つ

の

つ

（

で

掘

め

し

下

よ

の

行

で

行

( 2）遺構

第1トレンチでは墳丘裾は確認できな

かった。また、周溝の外側の裾も検出で

きなかった。

トレンチ北端部で土色の異なる箇所が

ある。トレンチ底面全体の色調が灰色を

碁調とする中で、三角形状に明るい樫色

を呈する箇所が認められる。これを周溝

内の土橋状遺構とすれば、 トレンチ内で

周溝や墳丘裾が検出されなかったことへ

の合理的な解釈が可能ではある。しかし、

周溝部に該当することになる部分からは

全く遺物は出土していない点や、色調は

異なるが、土質としてはあまり差がない

こと、また、この樫色部分の標高が第2

トレンチの墳丘裾とほとんど変わらない

かむしろ低い点を考慮すると積極的に土

橋状遺構とすることはできない。

尚、理戻し時にトレンチ南東側を拡張

したが、顕著な遺構は検出できなかった。

第2トレンチでは、雨水により良好な

状態で平面での検出はできなかったが、

トレンチ壁面の土層観察により、墳丘が

大きく分けて3段階の開墾により削られ

図16 高山3号墳調査地位置図

／ 
高山2号墳

第2トレンチ

必i墳丘裾
此｝／（墳丘裾

Eコ戸

'91-2tr.~レ＇？／

10m 。
図17 高山3号墳墳丘測量図及び調査トレンチ配置図
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J「平7
高山3号墳第2次第1トレンチ西愛

第1トレンチ

蕃層位吾 土層名 ニt色枯記号 備 考

12 1珂黄褐色佑質土 IOYR7/6 

13 1~灰色枯質土 2.5YR6/l j自物を含む

14 浅黄色枯！＇（土 2.5Y7/4 

15 i主黄色枯質土 2.5Y7/4 14より砂を多く含む

16 ！問責1日色枯質土 10YR7/6 

17 灰黄色枯！＇（土 2.5Y7/2 j自翰破片等のjf!物を多く含む

18 i浅黄色砂！＇（土 2.5Y7/4 

19 灰黄色砂賃上 2.5Y6/2 やや締まりなし

20 灰色砂質土 7.5Y6/l やいや怨締みをま検りな出し、巡物を含まない、拡張区でこの層の1:1面で浅

21 にぶい燈色砂質t 7.5YR7/4 台約、まり強い、Jlf鉄・マンガンを5%含む、 i且物を含まない、土f荷

番層位号 土唐名 土色帖記号 備 考

1 昭和40年代の盛土

2 灰色枯＇／＇（土 N5／日 粘性強い、炭化物が1%混じる、遺物を含む、i日耕作。土

3 灰黄色干ii'i't士 2.5Y6/2 5よりやや枯性強い（素掘りi梓）

4 黄灰色枯貿土 2.5Y5/l 

5 灰黄色枯質土 2.5Y6/2 

6 灰黄色tli質土 2.5Y7/2 

7 ）／（黄色枯'1'{土 2.5Y7/2 6よりやや枯性高い（素剤りiJli)

8 灰黄色枯'i't土 2.5YG/2 （素摘I）！位）

9 灰黄色枯質：！こ 2.5Y6/2 

10 灰黄褐色土 IOYR6/2 径5四以下の砂位が2%il!じる

11 1府灰黄色枯質土 2.5Y5/2 

J「手7

第2トレンチ

（
墳
丘
裾
）

番盾位号 土層名 土色枯記号 備 考

9 黄灰色土 2.5Y6/l 4’に近い、4府が排作土であったl時のi?i状逃!IMl土

10 武灰色紡質土 2.5Y5/l 枯賀、9胞によって切られている

11 黄色土 2.5Y8/8 明るい黄色枯土、地山又はI貞丘盛士、 12’より担lい

12 灰黄オリ色白ー土色7！色：!: ~YJi；~ た1tiJ、Yはj也Bオ／山6）リとー灰ブ白色色土砂y~5枯Y土G ；~.~yシ8／ルI ）トが、l見下じ方りはよく黄絡色ま土っ

12’ 黄f在1色畳土色上 ~m:: 紋？皆なti'i士、 11府より明るく、 llk1より初1かい粒子

番層位号 二七唐名 土色帖記号 備 考

I 昭和40年代の盛土

2 灰色村1Y't土 N4/0 粘賀、！fl排作土

2’ 灰色村1iJ'tt 5Y6/l 結託、！日排作上

3 灰色土 NG!O 2よりやや砂！＇（で粒子 1llい、 lB 耕作土ドのm
4 !Yi位色ゴニ 10YR7/8 褐灰色仁（IOYR6/l）が混じる、府内下方に多い、il'i物含む

5 1司灰色土 10YR6/l 4府内の素掘りii昨

6 l珂黄褐色！： 10YR6/8 )l'l物多く担Iいl~I砂含む

7 灰）＼＇（f品色土 10YR5/2 時褐色土（7.5YR3/4）の1見、マンガン

8 階l正賞色cl: 2.5Y5/2 3以立物ドを多く含む、地ill[在！この排作i：、含まれるjl'i物l土5cm台
2行1

高山3号墳調査トレンチ平面図及び土層断聞図
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ていることがわかった。原位置を保った茸石や基底石は確認できなかった。

(3）遺物

出土した遺物のほとんどは埴輪の破片である。円筒埴輪が大半で、朝顔形埴輪とわかるものが少量見られる。

その他の遺物としては、須恵器、土師器、瓦器、瓦が出土している。いずれも破片であり、接合する資料もほと

んどない。そこで、本報告では参考資料として、高山3号墳を含む大塚山古墳群内で過去に採集・寄贈されたも

の、工事立会い等で出土したものを紹介しておく。

高山3号墳の遺物は1～ 49である。 I～ 44は今回の調査に伴うものである。 19は外面に赤色顔料が塗布され

ており、形象埴輪の一部である可能性も考えられる。

40は瓦器城で第2トレンチ西樫7層から出土している。 7層は墳丘と考えられる 11層を切る層である。

43、44は鉄製品である。第2トレンチのi日耕作土層より出土したもので、古墳に伴うものとは考えにくい。

瓢箪を半裁したような形状で、平坦な面を設置面とし、くびれ部分に糸などを巻いて留めていたものであろう。

吋～56は大塚山古墳の西側周堤の外、前方部南端の真西あたりで、工事に伴う立会い時に出土したものであ

る。堤に沿って近世・近代のものと思われる木杭列の痕跡があり、前方部南端を西へ延長した地点で直角に西へ

曲がっていた。その角部分に土壌があり、その中から埴輪や茸石材が一括で出土した。このような杭列による区

画は地籍図や現在の地割には残っておらず、古壌に関連する遺構を反映したものかもしれない。詳細な記録を残

すことができなかったのが残念である。

67一元7は中良塚古墳（高山塚1号古墳）での採集品である。中良塚古墳の上段の東側は後円部からくびれ部
にかけて大きく削られているが、そのあたりで集中して散布していたもので、後円部墳頂に配置されていたもの

である可能性が高い。

51の円筒埴輪はウワナベ古填出土埴輪との類似性、 67～ 71の中良塚古墳の菱形埴輪の特徴は上人ヶ平古墳群

や久津川古墳群の埴輪との関係が指摘されている註30 全体像は明確ではないが高山3号墳の埴輪もこれらとの

関係を考えていかなければならないであろう。

註3）和国一之輔「埴輪の系統と展開一川合大塚山古墳出土埴輪の紹介－J『文化財論叢NJ2012年 奈良文化財研究所

( 4）まとめ

既存建物（撤去済み）建設時の盛土が想定以上に厚く、また、雨による盛土層からの湧水により、調査地全体

でトレンチを拡張できなかった。第2トレンチにおいても、湧水により検出面を丁寧に精査することができなかっ

た。このため、墳形の確定には至らなかった。第2トレンチで墳丘裾を検出したことから、高山2号墳と 3号墳

がもとは一つの古墳ではないかという指摘もあったが、別の古墳であることが確認された。

墳丘の規模については 1991年度の調査結果から推定していた規模制より小さくなるようである。第2トレン

チでの黄色粘質土を墳丘と考えると現状の墳丘の西側及び南側は原状に近い状態と考えてもよいことになる。墳

形については、第2トレンチ壁面の土層観察から図 18に示した二通りの捉え方ができ、円墳の可能性が高いも

のの、方墳の可能性も考えられる。耕作が周溝底より深く及んでいたことも考えられ、周溝の底面が築造当初の

ままであるとは考えにくい。したがって、第2トレンチで検出した墳丘棺は、築造時の墳丘裾ではないと考える

のが妥当であろう。北側に隣接する高山2号墳のこれまでの調査では墳丘は歪んだ円形に復元されているが、 4

号墳を含め周辺地域の広範な調査によらない限り、墳形の確認は困難である。

註4）『高山3号墳発掘調査報告一河合町文化財調査報告第5集－j 1992年河合町教育委員会

直径約 30mとしているが、今回の調査結果から 25m以下になると思われる。
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表4 高山3号墳掲載遺物一覧

挿図 図版
遺物名 特 徴 古境名 出土位霞

遺物台帳

番号 番号 ラベル番号

円筒埴輪
［法量］残存関＇J:4.lcm ［色調］にぶい褐（7.5YR5/3) ［胎土］普通、径2mm以下の石英・

第1トレンチ
17-1 21-1 長石を少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ｛黒斑！なし ［残存率］ 1/12以下 ［調整］外而： 高山3号墳 NTIII② 5 

口縁部
タテハケ→ヨコハケ（7本／cm) 内面：ヨコハケ（7本／cm) 端面：ヨコナデ

東たちわり

IIJ筒埴輪
［法f討残存高：3.25cm ［色調］樫（7.5YR7/6) ［胎土］普通、径2111冊以下の石英長石・

第1トレンチ
17-2 21-2 

日縁部
クサリレキを少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし ［残存率］l/12以下 ［調整］外）断： 高山3号墳

拡張
NTIII② 45 

タテハケ→ヨコハケ（6本／cm) 内面：ナデ・オサエ 端部：ヨコナデ

円筒1直輸
［法量］残存品：3.2cm ［色調］燈（2.5YR6/6) [Jj台土｝普通、筏2nnnQI,下の石英・長石を

17“3 21-3 少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ［祭斑］なし ［残存率l1/12以下 ［調整］外商： 高山3号墳 墳丘j七側腐葉土 NTllI② 23 
口車京音II

ヨコハケ（8本／cm) 内面：ヨコハケ（4本／5111111) 端面：ヨコナデ

［法量］残存高：5.9cm ［色調｝外面：にぶい様（5YR7/4) 内爾：にぶい褐（7.5YR6/ 3) 

17“4 21-4 
円筒犠輪 ［胎土］普通、筏3111111以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑！なし ［残

高山31.i子墳 第2トレンチ NTIII② 17 
口縁部 存率l1/12以下 ｛調整］外面．ヨコハケ（7本／cm) 内面：ナデ端部・ヨコナデ［その他］

4・5・18は同一個体の可能性あり

｛法量］残存高：6.5cm ［色調］外面：にぶい樟（5YR7/4) 内面・にぶい燈（5YR7/4) ［胎土］

17-5 21“5 
円筒埴輪 普通、径2m111以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、 if，＼；質 ［累斑］なし ｛残存率］

?ilill.J3号墳 第2トレンチ NTIII②－17 
口縁部 1/12以下 ｛調整］外商：ヨコハケ（7本／cm) 内而：ナデ端部・ヨコナデ ［その他l4・

5 ・ 18は同一個体の可能性あり

円筒埴輪
［法量］残存局.2.7cm ［色調］外商：澄（7.5YR7/6) 内閣・稜（2.5YR6/6) [)j台土］普通、

第2トレンチ
17-6 21-6 

lコ縁音II
径2111m以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし ｛残存率l1/12 高1113号墳

西断ち割り
NTIII② 10 

以下 ［調整］外面：ヨコナデ 内面：ナナメハケ（5本／8m111)

円筒埴輪
［法量］残存局：3.4cm ［色調｝にぶい褐（7.5YR6/3) ［胎土］普通、径2mm以下の石英・

17-7 21 7 
口縁部

長石を少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし ［残存率l1/12以下 ［調主主］外面： 高山3号墳 第2トレンチ NTIII② 17 

タテハケ（4本／5mm）→ヨコナデ内面：ナデ端面．ヨコナデ

円筒塙輸
｛法量］残存両：5.8cm ｛色調］浅黄澄（7.5YR8/6) [)j台土］普通、径5mm以下の石英・長

17-8 218 石を少量含む ［焼成］やや不良、軟質 ｛泉f;i£］なし ［残存率l1/12以下 ［調整］外面： 高山3号墳 第2トレンチ NTllI② 17 
口縁部

磨i成により不明 内面：ヨコハケ（7本／cm) 端面：ヨコナデ

円飴埴輪
［法量］残存同：2.6cm ［色調］様（7.5YR7/6) ｛胎土］普通、径2m111以下の石英・長石を

第2トレンチ
17-9 21田9 少量含む ［焼成］良好、軟質 ｛黒斑］なし ［残存率l1/12以下 ［調整］外面：ヨコ 高山3号墳 NT耳I② 10

口縁部
ハケ（7本／cm) 内面：ナデ端面：ヨコナデ

西断ち割り

円筒埴輪
［法量］残存局・：2.4cm ［色調］外面：にぶい赤褐（5YR5/4) 内面：にぶい赤褐（5YR5/3) [Jj台

17-10 21-10 土｝普通、径2mm以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ｛黒斑］なし ［残 高Lll3号墳 墳丘北側腐葉土 NTIII② 23 
口縁部

存率l1/12 ill、下 ［調整］ヨコナデ

円筒埴輪
［法量｝残存高：4.2cm ｛色調］澄（7.5YR7/6) ［胎土］普通、径3111111以下の石英・長石・

17-11 21-11 
日出京音II

クサリレキを少量含む ［焼成｝やや不良、軟質 ［祭斑］なし ［残存率l1/12以下 ［調 高1113号墳 第Zトレンチ NTIII② 17 

整］表面磨滅により不明

｛法最］残存高：2.7cm 復元口径：19.Scm ［色調］外面．にぶい極（5YR6/4) 内面：筏（5YR7/6)

17-12 21-12 
円筒埴輪？ ［胎土］普通、径3mm以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし ［残

高山3号墳 第2トレンチ NTllI② 17 
日縁部 存率l1/12以下 ［調整］外商：ヨコハケ（7本／cm) 内面：ヨコハケ（7本／cm) 端部：

ヨコナデ

円筒h高輪
［法量］残存高：3.55cm ［色調｝外商・灰白（10YR8/2）経（10YR7/6) 内面・燈（10YR6/6)

第2トレンチ
17-13 21-13 [)J台土］普通、径2mm以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒 高山3号墳 NTllI② 10 

口縁部
斑｝なし ［残存率l1/12以下 ［調整］磨滅により不明 端部：ヨコナデ

西断ち割り

円倍埴事品、
［法量］残存高：2.2cm ［色調］桂（7.5YR7/6) ［）！台土］普通、径lmm以下の石英・長石・

17-14 21“14 黒赤褐色砂殺を少量含む ［焼成｝良好、軟質 ［黒斑］なし ［残存率l1/12以下外面： 高山3号墳 第2トレンチ NTIII②－17 
口縁部

ヨコハケ 内面：ヨコナデ端部．ナデ

［法量］残存雨：3.3cm ［色調］外面：楼（5YR6/6) 内面：灰褐（5YR6/2) ［胎土］普

17-15 21-15 
円筒埴輪 通、径lmm以下の石英・長石を少量含む ［焼成｝良好、やや硬質 ［黒斑］なし ｛残存率］

高山3号墳 第Iトレンチ拡張 NTIII② 45 
体部 1/12以下 ［調整］外面：ヨコハケ（9:;jζ／cm) 内面－ナデ ［その他］外国に斜め方向の

直線状の線刻あり

［法量］残存高： 6.4cm ［色調］褐灰（10YR6/l) ［胎土］普通、径2111回以下の石英・長石

17-16 2116 
円筒埴輪 を少量含む ［焼成］良好、硬質（須恵質） ［累斑］なし ［残存率l1/12以下 ｛調整］

高山3号墳 第2トレンチ NT頂②－17
d休部l 外面：ヨコハケ（8本／cm) 内面・ナナメハケ（7本／cm）→ナデ ｛その他］円形スカシ、

縦方向の直線的な線刻あり

円筒埴輪
｛法量｝残存高：5.9cm ［色調］にぶい槍（5YR6/4) ［胎土｝普通、径3mm以下の石英・長

17-17 21同17 石を少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ［黒斑］なし ［残存率l1/12以下 ［調整］外面： 高山3号墳 墳丘北側腐葉土 NTIII②－23 
f本部

ヨコハケ（8本le狙） 内面：ナデ ｛その他］外国に円弧状の線刻あり

［法量］残存高：10.0cm ［色調］外面：にぶい糧（5YR7/4) 内面灰褐（7.5YR6/2) ［胎土］

17-18 21-18 
円筒埴輪 普通、径3mm以下の石英・長石を少最含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし ［残存率］

高1113号墳 第Zトレンチ NTIII② 17 
体部 1/12以下 ［調繋｝外商．ヨコハケ（7本／cm) 内面：ナデ 凸子育部．ヨコナデ ｛その他l4・

5. 18は同一飼体の可能性あり

円筒埴車品、
［法量］残存品：5.4cm ［色調］外商：赤（2.5YR5/6) 内面：樟（5YR7/6) [)j合土］普

17-19 2119 
体部

通、径2111m以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ［黒斑］なし ［残存率］ 高山3号墳 墳丘北側j腐葉土 NTIII② 23 

1/12以下 ［調整］外面：ヨコハケ（5本／cm) 内面：ナデ ［その他］外面赤色顔料残存

｛法量｝残存高：5.0cm 復冗底径：17.Scm ［色調］外商：にぶい澄（7.5YR7/4) 内面：樫

18-20 22-20 
円筒f夜輪 (7.5YR7/6) ［胎土］普通、径2111111以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成｝良好、 高山3号墳

墳丘北側腐葉土 NTIII②－23 
底部 軟質 ｛黒斑｝なし ［残存率l1/6 ｛調整｝外面：タテハケ（7本／cm) →ナデ・オサエ

内面・ハケの小口での、きょげザナデ・オサエ

［法主主］残存両： 7.9cm 復元底径：16.2cm ［色調］浅黄稜 (lOYR8/4) ［胎土］普通、径

18-21 22-21 
円筒埴輪 3mmJ沈下の石英・長石・クサリレキを少量含む ｛焼成］やや不良、軟質 ［黒斑！なし ｛残

高山3号墳 第Zトレンチ NTIII② 17 
底部 存率l1/6 ［調整｝外面：下部にタテハケ（3本／5mm）、大部分は不明 内而：ナデ・ユビ

オサエ底面：未調整

［法量］残存品：4.2cm ［色調｝外商：にぶい澄（5YR6/4) 内面：にぶい黄澄（10YR7/3) ［胎

18-22 22-22 
円筒埴輪 土］普通、径2問111J,_'.l,lごの石英・長石・クサリレキを少最含む ｛焼成｝良好、やや硬質 ［黒斑］

高山3号墳 墳Ji北側腐葉土 NT頂②－23
底部 なし ｛残存率l1/12以下 ［調書主］外I商・タテハケ（7本／cm) 内面：磨滅により不明 底面：

未調整

27 



円筒埴輪
｛法景］残存高：5.4cm ［色調］ I現赤褐（2.5YR5/6) [IJ台土］普通、径3mm以下の石英・長

18-23 22 23 
底部

石・黒色砂粒を少量含む ［焼成｝良好、秋質 ［黒斑］なし ［残存率l1/12以下 ［調整］ 高u13号墳 第2トレンチ NTIII②－17 

外面：ナデ内面：ナデ底面：未調整

円筒埴輪
［法量］残存両：7.65cm ［色調］外商授（7.5YR7/6) 内面：浅黄積（10YR8/4) [IJ台二t:]普通、

18-24 22-24 
底部

径3mm以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成］やや不良、軟質 ｛黒斑］なし ［残 高11!3号墳 第2トレンチ NT頂②ー17

存率l1/12以下 ［調主主］外面：磨滅により不明 内面．ナデ・ユピオサエ 底面：未調整

朝顔7f~:li直輸
［法量］残存高：2.7cm 復元口径 48.Scm ［色調］授は5YR7/6) ［胎土］普通、径3mm

第1トレンチ
18-25 22-25 

日縁部
以下の石英・長石・クサリレキを少量合む ［焼成］やや不良、軟質 ｛黒斑］なし ［残存率］ 高山3号墳

拡張
NTIII②－45 

1/12以下 ［調整］外函：タテハケ（8本／cm) 内面：ヨコハケ（8本／cm) 端部：ヨコナデ

朝顔形埴輪
［法量］残存高：3.6cm ［色調］穏（5YR6/6) [IJ台土］普通、径3mm以下の石英・長石・黒

第2トレンチ
18-26 22-26 

口縁部
色砂粒を少量含む ［焼成｝良好、軟質 ［黒斑］なし ｛残存率l1/12以下 ［調整｝外商： 高山3号墳

酋断ち割り
NTIII② 10 

磨滅により不明 内面：ナデ

［法量｝残存雨・5.lcm ［色調］外面：澄（7.5YR7/6) 内爾：にぶい燈（7.5YR6/4) [IJ台土｝

18-27 22-27 
朝顔形Jo在車品、 普通、径2mm以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成］やや不良、軟質 ［黒斑］

高山3号墳 墳丘北側腐葉土 NTIII② 23 
口忠表部 なし ［残存率l1/12以下 ［調主主］外面：タテハケ（7本／cm）→凸帯部ヨコナデ 内面：

ヨコハケ（7本／cm)

朝顔形埴輪
［法王量］残存局・ 6.9cm ［色調］澄（2.5YR6/6) ［給土］普通、径2mm以下の石英・長石を

18-28 22-28 
表肩部

少最含む ｛；焼成］良好、やや硬質 ［黒斑］なし ［残存率l1/12以下 ［調獲］外面： 高1113-1子墳 第2トレンチ NTIII② 9 

ヨコハケ（5本／cm) 凸帯部：ヨコナデ 内面：ナデ

朝顔形埴輪、
［法量］残存両：7.9cm ｛色調］外面．燈（5YR6/6) 内面：澄（2.5YR6/6) [IJ台土］普通、

第2トレンチ
18-29 22-29 

査肩部
径2田m以下の石英・長石・黒色砂粒を少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ［黒斑］なし ［残 高LU3号墳

西断ち割り
NTIII② 8 

存率l1/12以下 ［調整］外商・ヨコハケ（5本／cm) 凸帯部：ヨコナデ 内面．ナデ
［法量］残存高：8.2cm 凸帯部復元径.25.5cm ［色調］外商：灰白 (lOYR8/2）様（5YR7/6)

18-30 22-30 
朝顔形塙車品、 内面：浅黄棒（7.5YR8/3) [IJ台土｝普通、径3mm以Fの石英・長石・クサリレキを少景

高山3号墳 第2トレンチ NT、血② 17
口縁部 含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑！なし ［残存率l1/12 （凸帯部分径に対して） ［調整］

凸帯部：ヨコナデ その他は内外商とも全体に磨滅のため不明

朝顔形埴輪
［法量］残存高・：2.7cm ［色調］外面：浅黄桜（10YR8/3) 内面・燈（5YR6/6) [IJ台土｝普通、

18-31 22-31 径2mm以下の石英・長石・雲母片を少量含む ［焼成｝良好、軟質 ［累斑｝なし ［残存率］ 高山3号墳 第2トレンチ NTIII② 17 
!JiJ!部

§iii部1/8 1調整］外国．ヨコナデ内面：ナデ

朝顔形埴輪
［法量］残存高：5.lcm ［色調］外商：浅黄澄（7.5YR8/3) 内閣：澄（5YR7/6) [IJ台土］普通、

18‘32 22-32 
口縁部

径2mm以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし ［残存率l1/12 （凸 高山3号墳 第2トレンチ NTIII②－17 

者干上部分径に対して） ［調整］凸帝部：ヨコナデ その他は内外岡とも全体に磨滅のため不明

19-33 23-33 
須恵、器 ［法量｝残存i商：l.7cm 復元径：16.0cm ［色調｝外面：灰（N5/0) 内面：灰（N4/0) ［胎土］密、

高山3号墳
第1トレンチ

NTIII② 7 
勾：身 径2mm以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ｛残存率l1/12 1調整｝凶転ナデ 凶断ち割り

19司3423田34
須；也；器 ｛法量］残存高・4.5cm ｛色調｝灰（N6/0) [I治土｝密、径lmm以下の長；石を僅かに含む

高山3号墳 第1トレンチ NTIII② 11 
議？ イ本部 ［焼成］良好 ［調繋］外国：平行タタキ→カキメ 内面に同心円文当て具痕

二［：師号
［法量］残存高：l.Ocm 復元口径 7.8cm ［色調｝浅黄（2.5y 7/3) [Jl台土］密、径2mm以

第1トレンチ
19-35 23-35 

皿
下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ［残存率l1/12 1調整｝外商端部・ヨコナデ 高1lJ3号生賞

素掘り楼4
NTIII②－14 

他はナデ

瓦器
［法量］器高： 1.2c皿 復フじ口径：9.48cm 復元底径： 6.0cm ［色調］外而：賞灰（2.5Y6/l)

19-36 23-36 内面：灰白（N4/0) ［胎土］密、径lmm以下の長石を僅かに含む ［焼成］やや不良 ［残 高LlJ3号境 第Zトレンチ NTIII②－9 
皿

存率l1/6 ［調主主］磨滅のため不明

士郎器
［法量］器高：l.Ocm 復元口径：8.6cm 復元底径：6.0cm ［色調］外商：黄灰（2.5Y6/l)

第2トレンチ
19-37 23冊37

皿
内面：灰白（N4/0) ［胎土］密、径lmm以下の長石を僅かに含む ［焼成］やや不良 ［残 高山3号墳

i蒜I
NTIII② 16 

存率l1/7 ｛調整｝ナデ

士郎総
［法最］残存両：l.4cm 復JC口径ー： 7.8cm ［色調｝浅黄澄（7.5YR8/4) [ll台土］密、径1

墳丘上
19-38 23-38 

肌
mm以下の長石を健かに含む ［焼成｝良好 ［残存率l1/6 ［調整］外面：ハケメ（8本／cm) 高山3号墳

表採
NTIII② 3 

→ナデ・オサエ端部：ヨコナデ内面：ナデ

土師器
［法量｝器高：2.0cm 復JC口径：12.8cm 復冗底径.7.7cm ［色調］外面：積（5YR6/6) 内面：

19-39 23-39 にぶい黄櫨（10YR7/4) ［））台土］密、径lmm以下の長石・クサリレキを僅かに含む ［焼成｝ 高1113号墳 第2トレンチ NT B②－9 
！日l

良好 ｛残存率l1112以下 ［調整］外商端部：ヨコナデ他はナデ

瓦器
｛法量］残存高：l.lcm 復元口径：14.2cm ［色調｝外国：褐灰（10YR4/l) 内面：黒褐（10YR3/l)

第Zトレンチ
19-40 23-40 

椀（大手[I型）
[ll台i二］密、筏lmm以ドの長石を僚かに合む ［焼成］やや不良 ［残存率l1/12以下 ［調 高山3号墳

西壁土層断面図S
NTIII② 29 

整］磨滅のため不明

瓦器
［法量］残存高：2.0cm 復JC底径：4.0cm ［色調］外頂j：灰黄（2.5Y7/2) 内面：黄灰（2.5Y4/l)

19-41 23-41 灰白（2.5Y7/l) ［胎土］密、径lmm以下の長石を僅かに含む ［焼成］やや不良 ［残存率］ 高山3号墳 第2トレンチ NTIII② 9 
域

1/3 ［調整｝磨滅のため不明 内面に暗文僅かに残存

土製円盤
［法量］直径4.2cm 厚さ 0.95cm 重量21g ［色調］外面：様（2.5YR 6/6) 内而：にぶ

墳丘上
19-42 23-42 

(:11直輪転用？）
い赤褐（2.5YR 5/4) ［））台土］普通、径3mm以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼 高山3号墳

表採
NT斑②－3

成］良好 ［残存率｝完存 ［調整］ナデ・オサエ 打ち扱き痕跡が認められる

19-43 23ゅ43
鉄製品

［法登］長さ 1.5cm 幅l.8cm 厚さ l.lcm 重量6g 高山3号墳 第2トレンチ NTIII② 4 
飾り金具

19-44 23-44 
鉄製品

［法量｝長さ 1.7cm l陥l.85cm 厚さ 1.0cm 重量7g 高山3号墳 第2トレンチ NTIII②－4 
飾り金具

｛法量］残存両・10.0cm ［色調｝外面：にぶい赤褐（2.5YR5/4) 内面：；燈（5YR7/6) [Jl台

19-45 23匂45
円筒埴輪 二！：］普通、径lmm以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ［黒斑］なし ｛残

高山3号墳
墳丘上

NTIII 27 
体苦15 存率l1/12以下 ［調整］外面：ナナメハケ（7本／cm) →ヨコハケ（8本／cm）→一部ナナ 表採

メハケ内面ヨコハケ（8本／cm)

［法最］残存品：6.3cm ［色調］外岡：賛灰（2.5Y4/l) 内閣．黄灰（2.5y 6/1) [Jl台土｝普通、
墳Ji：上

19-46 23 46 形象壊輪、？ 径2mm以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好、硬質（やや須恵質） ［黒斑］なし ［調 高1113里子墳
表採

KIIS 46 

整］外面：タテハケ（7本／cm) 内面：ナナメハケ（7本／cm)

円筒埴輪
｛法量］残存高：6.4cm ［色調］外面：にぶい棒（5YR6/4) 内而：桂（5YR 6/6) ［胎土］

東側斜面
19-47 23-47 

底部
普通、径2mm以下の石英長石・赤褐色砂粒を少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ［黒斑］ 高山3号墳

表採
KHS-47 

なし ［残存率l1/12以下 ［調整］内外商ともナデ底面は未調整

円筒埴輪
［法量］残存局：5.8cm ［色調］にぶい黄澄（10YR7/4) ［胎土］普通、径lmm以下の石英・

墳丘上
19-48 23“48 長石を少量含む ［焼成］良好、軟質 ｛黒斑］なし ［残存率］ 1/12以下 ｛調整］タテハケ（8 高山3号墳 NTIII 27 

底音II
本／cm）→ヨコハケ（7本／cm) 内而：ナデ・ユビオサエ 底面：未調整

表採

28 



［法量］残存品：4.4crn ｛色調］外商．にぶい澄（7.5YR6/4) 内面：にぶい赤褐（5YR 

19-49 23-49 
朝顔形埴輪 5/4) ［胎土］普通、径Zmm以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成］良好、や

i会＼［113号f賞
墳丘上

NT頂－27
査肩部 や硬質 ［黒斑！なし ｛残存率l1/12以下 ［調整］外国．タテハケ（8本／cm) →ヨコハ 表採

ケ（8本／cm) 内面：ナデ

［法量］残存品：7.Zcrn 復元口径47.0cm ［色調］外面積（75YR7/6) 内面：権（5YR7/6)

20-50 24-50 
円筒埴輪 ｛胎土｝やや粗、径Zmm以ドの石英・長石・雲母・クサリレキをやや多く合む ［焼成｝良好、

大塚Ill古墳
前方部南西側

KOT⑩・2-1
口縁部 軟質 ［黒斑］なし ｛残存率l1/12 ［調整］外商：B稜ヨコハケ（4本／cm) 内面：ナデ 外i濠底

端部ヨコナデ ［その他｝口縁端部は水平に外!lllJへ突出O

［法量］残存両：29.9crn 復7じ口径： 46.0crn ［色調］様（5YR7/6) ［胎土］密、径2mm£J.、

円筒埴輪
Fの石英・長石・雲母・クサリレキを少量含む ｛焼成］良好、軟質 ［黒斑｝なし ｛残存率］

前方部南西側j
20-51 25-51 

口縁部
1/4 ［調整］外面：B種ヨコハケ（4本／cm) 内面．ナナメハケ（4本／cm）→ナデ・ユビオ 大塚山古墳

外濠底
KOT⑩・21 

サエ ［その他］口縁部に三角形スカシあり。 2か所残存、 4～ 6方向の可能性あり。上か

ら2段目に方形スカシ（7crn角）あり、2または4方向か。口縁端部は外領I]へ水平に突出する。

｛法量］残存雨 7.0cm ［色調］澄（2.5YR6/8) ［胎ニヒ｝普通、径Zmm以下の石英・長石・

20-52 24-52 
円筒壊事品、 黒色砂粒・雲母・クサリレキを少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑｝なし ［残存率］

大塚山古墳
前方部南西側

KOT⑩・21 
d休部 1/12以下 ［調整］外面：ヨコハケ（5本／cm) 内面：ヨコハケ（5本／cm）→ナデ ［その他］ 外濠底

円Jfiスカシ
｛法量］残存高：16.5cm 復JG筏（上段凸帯下） :40.2crn ［色調］外面：糧（2.5YR6/8) 内面：

20-53 24-53 
円筒塘翰 i支賞澄（lOYRS/4) ［胎土］普通、径4mm以下の石英・長石・雲母・クサリレキを少量含む ｛焼

大塚山古墳
前方部南西側

KOT⑬・21 
f本部 成］良好、軟質 ［黒斑］なし ［残存率］ 1/12以F ［調整｝外国：ナナメハケ（4～ 6本 外濠l氏

/cm) →ヨコハケ（4～ 6本／cm) 内面：ナデ

｛法量］残存品：6.0crn ［色調］外商：澄（5YR7/6) 内面．浅黄稜（7.5YR8/4) ［胎土｝普通、

21”54 24-54 
円筒桶：輪 径3mm以下の石英・長石・クサリレキ・雲母を少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし

大塚山古墳
前方部南西側

KOT⑩・2-1
底部 ［残存率l1/12以下 ［調設｝タテハケ（4本／5mm）→ヨコハケ（4本／5111111) 内面：ナデ 外濠1袋

底面：未調整

［法量］残存品： 10.9crn 復冗底径：21.Scm ｛色調］外面：にぶい澄（5YR7/4) 内面：樫

21-55 24-55 
円筒埴輪 (5YR7/6) ［胎こばやや組、径4111m以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成］良好、

大塚山古墳
前方部南西側

KOT⑩・2-1
底部 軟質 ［黒斑］なし ［残存率］ 1/4 1調整］外面：タテハケ（5本／cm) →ヨコハケ（5本／cm) 外濠底

ffg［百．ヨコハケ（6本／cm）→ナデ・ユビオサエ

［法量］残存長：21.Scrn l編： 9.9cm 厚さ： 1.0～ 1.Scrn ［色調］外商・浅黄様（7.5YR8/3)

亙女形域紛
内面：灰白（lOYRS/2) ［胎土］密、径5mm以下の石英・長石・黒褐色砂粒・赤褐色砂粒・

前方部街頭倒I]
21司56 25-56 

左腕部
クサリレキを少量含む ［焼成］良好、軟質 ｛黒斑］なし ［調整｝外面：全体的にハケ（4大塚山古墳

外濠底
KOT⑬・21 

本／5mm）調裳後ナデ・オザエ 内面：ナデ ［その他］掌に指の接合痕あり。肘付近に襲

の剥離痕あり。襲部分に線刻が認められる。同）胞で容器を捧げ持つ姿が考えられる。

［法量］残存両：23.lcm 復元径（上段凸帝音II):39.4cm ［色調］麓（2.5YR6/6) ［）］台土］普通、

22“57 26-57 
円筒埴輪 径2111m以下の石英長石・雲母・クサリレキを少量含む ［焼成］良好、軟質 ［巣斑］なし

大塚山古墳
前方部東側下段奈l

KHS 49 
イ本部 ［調整］外商・タテハケ（4～ 7本／cm）→ヨコハケ（5～ 7本／cm) 内面：タテハケ（6本 面表採

/cm）→ナデ・ユビオサエ ｛その他］上部に小円形スカシ、一段空けて下部に円形スカシ

IIJ筒埴輪
［法量］残存高 21.0cm 復冗底径：30.2cm ｛色調］澄（2.5YR7/6) [JJ台f:]普通、径5 前方部東側

22-58 26-58 
底部

mm以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成｝良好、軟質 ［黒斑］なし ［調整］ 大塚山古墳 下段斜面 KHS 48 

外商：ヨコハケ（6本／cm) 内面：タテハケ（6本／cm）→ナデ・オサエ 底面・未調整 表採

［法量｝残if.高：24.lcrn 復ヌE底径・ 31.Scrn ｛色調］種（5YR7/6) ｛胎土］普通、径3mm
後円部北側

円筒埴輪 以下の石英・長石・赤褐色砂粒クサリレキを少量含む ［焼成］良好、やや硬質 ［黒斑］
22-59 26-59 

底部 なし ［残存率l1/12以下 ［調整］外面：タテハケ→ヨコハケ（3～ 4本／cm) 内面：ナデ・
大塚Ill古墳 墳丘裾 KHS-50 

オサエ ｛その他］円形スカシ
構内表採

f法量］残存長：21.15cm 残存隠.7.9cm 厚さ：盾部l.45crn、円筒部l.15cm 円筒部復元径・

23”60 27-60 f首形埴車品、
18.0crn ［色調｝樫（2.5YR6/8) [JJ台土］密、径6m111以下の石英・長石・クサリレキを少量

大塚山古墳
前方部東倶lj

KHS-11 
含む ［焼成｝良好、軟質 ［黒斑］なし ［調主主］ナデ・ユビオサエ ［その他］線刻（鋸歯文・ 墳丘上表採

界線）

｛法量］残存長：10.5cm 残存編10.55crn 厚さ．盾部l.5crn、円筒部l.lcrn 円筒部復元径．

23-61 27-61 盾形壊翰
19.Scm ｛色調］にぶい穣（7.5YR7/4) ［胎土｝密、径2mm以下の石英・長石・クサリレキ・

大塚山古墳 後円部~tr耳 fljlj
雲母を少量含む ［焼成｝良好、軟質 ［黒斑］なし ［調主主］ナデ・ユピオサエ ［その他］

線刻（鋸歯文・綾杉文）

蓋形f直輸
｛法量］残存両：5.5crn 円筒部復7~径・ 22.6crn ［色調］燈（2.5YR6/6) ［）］台土］密、径4

前方部東側
23-62 27-62 

傘部
111回以下の石英・長石・黒褐色砂粒・赤褐色砂粒を少量含む ｛焼成｝良好、軟質 ｛黒斑］ 大塚山古墳

墳丘上表採
KHS 11 

なし ［調整］外面：ハケメ（3本／cm）→ナデ 内面：ナデ

葉形f直輸
［法量］残存長： 13.3cm 残存中高13.7crn 厚さ：2.0cm ［色調］澄（5YR7/6) ［胎土］密、

後円部墳頂
23-63 27-63 

立飾
径2mm以下の石英・長石・チャ…ト・クサリレキを少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］ 大塚山古墳

南西部表採
KTX-1 

なし

円筒埴輪
｛法量］残存高：5.Scm ［色調｝澄（7.5YR6/6) [Jl台土］普通、径2m111以下の石英・長石・

23-64 27“64 
日縁音II

クサリレキを少量含む ［焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし ［残存率l1/12以下 ｛調整］ 大塚山古墳 墳丘上表採 KTX 29 

ハケ（5本／cm) 小口面：ケズリ→ナデ ［その他］線刻にで弧線と直線を描く。

［法量］残存局：9.5crn ［色調］外商：澄（5YR6/6) 内面・楼（7.5YR6/6) [Jj台土］普通、

23司6527-65 
朝顔形犠輪 筏lmm以ドの石英・長石・クサリレキを少量含む ｛焼成］良好、軟質 ［黒斑］なし ［残存率］

大塚山古墳 墳丘上表採 KTX 29 
査肩部 1/12以下 ｛調整］外面：ヨコハケ（7本／cm) 内面：ヨコハケ（8本／cm）ナデ ［その他］

外面全体に僅かに赤色顔料残存。円形スカシ

［法景｝残存高：5.7crn f本部最大径：8.0cm ［色調］外面：樫（5YR6/6) 内箇：にぶい燈

土師器
(5YR7/4) ［）］在日普通、径2111111以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成］良好 ［黒

23-66 27-66 
小型丸底壷

斑］なし ［残存率］全体の4/5 ［調整］外商：口縁部はハケ（8本／cm）→ヨコナデ体 大塚山古墳 墳丘上表採 KTX-29 

部はヘラケズリ→ナデ 内面・ナデ・ヨコナデ ［その他］外商全体に僅かに赤色顔料残存。

一部に煤付着。

蓋形横車産
［法量］残存長6.7cm 残存幅3.75crn 厚さ・：l.75cm ［色調］；箇5YR6/6) 明赤褐（2.5YR5/6)

後円部東仮lj
24-67 28-67 [JJ台土］密、径2111mJ,J,、下の石英・長石・雲母を少量含む ［焼成］良好 ｛黒斑］なし ［調 中良塚古墳 NNR・X 14 

立飾
主主］文機関・ハケ（6本／cm) 小口：ヘラケズリ→ナデ ［その他］三面に赤色顔料残存

下段テラス 表採

［法量］残存長： 8.75crn 残存！隔12.25cm 厚さ：2.7cm ［色調］明赤褐（2.5YR5/6) 赤

24“68 28-68 
菱形埴輪 (10YR5/6) [JJ台土｝密、径2mm以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成］良好 ［黒

中良塚古墳
後円部東側

NNR・X 14 
立飾 斑｝なし ［調整｝ハケ（8本／cm）→施文 小口・ヘラケズリ→ナデ ［ーその他］一面と端 下段テラス 表採

面に赤色顔料残存。線刻（弧線）

29 



議形f直輸
［法量］残存長：9.2cm 残存ii＇幅9.4cm j享さ：l.7cm ［色調｝灰褐（5YR5/2) ［）］台土］やや

24-69 28-69 
立飾

密、径2mm以下の石英・長石・クサリレキを少量含む ［焼成］良好 ［黒液｝なし ［調整］ 中良塚古墳 表採 KHS 52 

ナデ→施文小口：ヘラケズリ→ナデ ｛その他］線刻（弧線）

［法量］残存長：ll.9cm 残存幅10.85cm F'if.さ l.95cm ［色調］にぶい澄（5YR6/4) 赤

24-70 28-70 
蓋形f直輸 (7.5YR4/8) [IJ台土］密、筏2111111以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ［黒斑］な

中良塚古墳 後円部墳頂表係 NNR・X 18 
立飢i し ｛調撃｝ナデ→施文小口：ヘラケズリ→ナデ ［その他］両面に赤色顔料残存。線刻（弧

線）

蓋形f直輸
［法量］残存長：13.5cm 残存｜隔10.6cm 厚さ・：LScm ［色調］燈（5YR6/6) 赤（7.5YR4/6)

後円部東側
24-71 28-71 

立飾
［）］台土］密、径lmm以下の石英・長石・赤褐色砂粒を少量含む ［焼成］良好 ［黒斑］な 中良塚古墳

下段テラス 表採
NNR・X-14 

し ［調整｝ハケ（10本／cm）→施文 ［そのf叫両面全とも体に赤色顔料残存。線刻（弧線）
[i去最］残存日1・8.0cm 復71:径．最小23.0cm、最大35.6cm i色調］にぶい授（7.5YR6/4)

24-72 28 72 主主摺形埴輪、
［胎土］密、径2mm以下の石英・長石・赤褐色砂粒・クサリレキを少量含む ［焼成］良好

中良塚古墳 後円部墳頂表採 NNR・X 18 
L県斑］なし ［調整｝外部：ノ、ヶ（7～ 8本／cm）→施文 内面：ナデ・ユピオサエ ［そ
の他］線刻（山形文・界線）

［法最］残存；長.ll.55cm 残存鰯：7.7cm 厚さ：l.6cm ［色調］にぶい澄（5YR6/4) [IJ台土｝
後円音II東側

2L1-73 28”73 扇形埴輪、 密、径2mm以下の石英・長石を少量含む ｛焼成］良好 ［黒斑］なし ［調獲］外商：ハケ（8中良塚古墳
下段テラス 表採

NNR・X-14 

本／cm）→ナデ→施文 内箇：ナデ・ユピオサエ ［その他］線刻（鋸歯文・界線）

［法量］残存長：4.4cm 残存幅：5.8cm 厚さ：l.75cm ［色調］にぶい種（5YR6/4) ［胎：JJ密、

24-74 28-74 盾形；｝直輸 径 lmm以下の石英・長石・黒色l目、粒を少量含む ｛焼成］良好 ［黒斑］なし ［調整］外商・ 中良塚古墳 表採 KHS-51 

ハケ（8～ 9本／cm）→施文 内面：ナデ・ユビオサエ ［その他］赤色顔料残存。線刻（直線）

2幻影埴輪 ｛法量］残存長：8.85cm 残存1j1Jil12.4cm 厚さ：2.lcm ［色調］にぶい赤褐（5YR4/3) ［胎
後円部東側

25-75 29-75 屋根部 土］密、径2mm以下の石英・長石を少量含む ｛焼成］良好 ［黒斑］なし ［調整］ハケ（6中良塚古墳 NNR・X-14 

（破風板） ～ 7本／cm）→ナデ小口：ヘラケズリ→ナデ ［その他］両面に赤色顔料残存
下段テラス 表採

[i去量］残存長：21.Scm 残存幅9.5cm 厚さ：2.5cm ［色調］外国．種（7.5YR7/6) 内面：

25-76 29-76 
家形埴事者 澄（5YR7/6) ［胎土］宮、径2mm以干ーの石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ［黒斑］な

中良塚古墳 表採 KHS 52 
屋根部 し ［調整］外而：ハケ（8本／cm）→施文内面．ハケ（4本／5mm）→ナデ ｛その他］棟、

の基部に水平方｜白jの線刻、屋根に2本1組になる垂直方向の線、刻あり。

家形埴輪
｛法最］残存長：14.Zcm 残存編8.5cm 厚さ：l.6cm ［色調］にぶい赤褐（2.5YR4/11) [IJ台

後円音II東領lj
25-77 29-77 

屋根部
土］密、径2冊Ill以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ［黒斑］なし ［調整］ハケ（7中良塚古墳

F段テラス表採
NNR・X 14 

～ 8本／cm）→施文→凸子育貼り付け ［その他｝両面に赤色顔料残存

［法量］残存長.10.0cm 残存1j1jjj3.5cm 厚さ：3.6cm ［色調］にぶい赤褐（2.5YR4/4) [II台土］

25 78 29田78
家形埴輪 密、径lmm以下の石英・長石を少量含む ［焼成］良好 ［黒斑］なし ［調主主］上面：ノ、ヶ（9

中良塚古墳
後ドi音II東恨lj

NNR・X-14 
裾廻凸干苦部 本／cm）→ナデ前面．ハケ（9本／cm) 下面（ヘラケズリ→ナデ ［その他｝三面に赤色顔 ド段テラス 表採

料残存剥南It部分にハケメ（9本／cm)

30 



図版



カ
ラ
I
写
真
図
版
1

，，I
F
 

aキ

匂
｜

と高山2号墳（左奥）・中良塚古墳（右奥）①高山3号墳（手前）

②高山3号墳と大塚山古墳（左奥）



カ
ラ

I
写
真
図
版
2

71 

赤色顔料の残る大塚山古墳群出土・採集埴輪

78 

19 



写
真
図
版
1

JI l 
A、
口

遺
跡
大
西
地
区

①調査前（東から）

②掘削状況（東から）



明 ①掘削状況（西から）

3 

②出土遺物

2 

写
真
図
版
2

川
合
遺
跡
大
西
地
区



写
真
図
版
3

薬
井
北
山
地
区

①調査前（東から）

②第6トレンチ付近

調査前（東から）

③第1卜レンチ

調査前（東から）



①第1トレンチ

写
真
図
版
4

薬
井
北
山
地
区

（西から）

②第2卜レンチ

（西から）

③第3卜レンチ

（南から）



写
真
図
版
5

①第4卜レンチ

（北から）

②第5トレンチ

（北から）

③第6卜レンチ

（東から）



①第7トレンチ

写
真
図
版
6

薬
井
北
山
地
区

（西から）

②第7卜レンチ

須恵器出土状況

（西から）

③第7卜レンチ

拡張後（南から）



写
真
図
版
7

薬
井
北
山
地
区

①第8卜レンチ

（南から）

②第9卜レンチ

（西から）

2 

③出土遺物

1 



∞
話
図
細
~

寝
泊幅
三子
主事
・
E
罫
〉
ト

θ 酬 酒 刷 阿 部 （ 斗 g d σ

＠ 澗 4 ナ て Y 山 市

酬 函 刷 阿 部

（ 井 測 せ σ）

＠ 澗 4 T T V 山 市

山 m H 庁 一 癖 持 怠
（ 持 測 uudσ



（心長詳）制時制餐零細＠

＋＜鐸
E
・3憲
主
制
露

[lit、
同
図
握
。

照美’ELl云思

ホ入＼プ一N糠＠

（心長一存）
同町山山ホ

TELl云昭和

ホ入＼プ一↑掠（。



写
真
図
版
叩

①建物撤去後の基壇

（北東から）

②第3卜レンチ・

第4卜レンチ

（東から）

③第3卜レンチ・

第4卜レンチ

（北から）



写
真
図
版
刊

大
輪
田
・
城
内
遺
跡

①第3卜レンチ 1区

土墳（西から）

②第3トレンチ・

第4卜レンチ

（北から）



①第3卜レンチ 1区

礎石1据え付け痕

（西から）

写
真
図
版
吃

大
輪
田
・
城
内
遺
跡

②第4卜レンチ

盛土状況

（西から）

1区

③第4卜レンチ2区

（北東から）



写
真
図
版
叩

大
輪
回
・

城
内
遺
跡

①第4トレンチ2区

礎石ヲIJ （東から）

②第4卜レンチ2区

礎石2 （南から）

③第4卜レンチ2区

礎石2 （北から）



照美召饗

山富帳台芋dm製寸旧制山県

凶N－ホ入＼プ一・寸掠＠

（心長一－T）

凶Nh入＼－r一寸
寸同盟

（心条一－一川）の旧制山県

凶Nホ入＼プ一寸紙（。
i眼＠
 

＋
＜
鐸
田
・3室
主
刺主
主

Pr卜
佃
【
図
墜
さ



写
真
図
版
市

大
輪
田
・
城
内
遺
跡

①第4卜レンチ2区

礎石4 （北から）

磯除去後

（北から）

②第4トレンチ2区

礎石4

( 
d。
，－.＇、－ ，、‘I ,;.' t ・
. ＇、、

?'"I：芝
‘ ・.' ラサ
・、、 ：－τ

・ .. ~ ., 

守’

H
、③第4卜レンチ2区

礎石4磯除去後

（南から）



• 
写
真
図
版
日

5 

4 3 2 

6 

大
輪
田
・
城
内
遺
跡

12 

13 

5 
亡二プ

14 11 

4 3 1 

7 6 

13 14 

出土遺物（ 1 ) 



写
真
図
版
げ

大
輪
田
・
城
内
遺
跡

28 

19 18 

27 26 

：~＇ 

25 

17 

23 

16 

24 

28 

22 

27 
，，！土、

26 25 

21 20 

23 
,----:.:" 

19 18 17 16 

24 22 21 20 

出土遺物（2) 



大塚山古墳写
真
図
版
叩

高
山
3
号
墳

高山3号墳高山2号墳
①高山3号墳と周辺の古墳（西から）

と高山3号墳（中央）（北から）②高山2号墳（左）

③調査前（北から）



θ 削 詰 栄 肖 （ 斗 5 d σ

＠ 潤 4 ナ て い ＼ 山 市
（ 持 団 法 ザ σ）

＠ 鞘 4 ナ て Y 山 市

訴 病 関 （ 団 法 d ψ

tO
話
図
細
~

部
<ljn
w
E
EJDr



（心FQ出盟・旺け恥

入ムム刊紙⑤

（心長一存（心長心一日）ホ入＼」L一



写
真
図
版
引

高
山
3
号
墳

6 

5 4 
3 2 1 

13 12 11 
• 10 9 7 

19 18 17 ~ 
14 

6 

12 10 9 

2 1 

7 

8 

島
14 

19 17 

出土・採集遺物（1)



22 21 20 

写
真
図
版
辺

高
山
3
号
墳

25 

28 27 

31 

26 

29 

23 22 21 20 

25 

27 26 

31 

出土・採集遺物（2)

29 



写
真
図
版
幻

高
山
3
号
墳

37 36 35 

34 

33 

44 43 
42 41 

・咽臨

40 
39 

49 

48 47 

46 

36 35 33 

34 

． 

49 

．． 
42 

41 

倒閣，

40 

園.

出土・採集遺物（3)

45 



50 

55 

50 

52 

写
真
図
版
但

高
山
3
号
墳

55 

大塚山古墳群出土・採集遺物（1)

54 



写
真
図
版
お

高
山
3
号
墳

51 

56 

大塚山古墳群出土・採集遺物（2)



写
真
図
版
お

高
山
3
号
墳

57 

59 

大塚山古墳群出土・採集遺物（3)



写
真
図
版
幻

高
山
3
号
墳

61 

60 

61 

60 

大塚山古墳群出土・採集遺物（4)



69 

写
真
図
版
お

高
山
3
号
墳

74 

τ司王問、長~.,sGiiョ吋・－

·\\··z~；： ::. －＇：~~~＼ベ
：・：／：＇、：又ち＼、 ＼：足、
＼ー＼、む・ • A 「点、

ヘ....
hふ＼；ミ
島』一

68 
噌哩哩哩

71 

67 

大塚山古墳群出土・採集遺物（5)



写
真
図
版
お

高
山
3
号
墳

一一iー
・・・・・・・・・・・・....－：；；込... -＂，.－てで一一一』司・・・・・・・・・・・・・・~ Jプ白一 ・ ．‘ L”’ 司司．．．．．．．．．．．．．．．． 一- ...-•• :.・・ ・一． ;・ J 〓塩尻司．．．．．．．．．． ~ · ・ ‘ /; • ~ふ占；宅、．．．．．．．．．．． 
．． ，ちb r～ 一 ？：． 二%苅圃圃
・：九.• ・.: • •• • - •• •• -...可．． 
一[. - - ..・ 一 ーー．－＝、．． 
ト邑，J ゐ モ ー H-- ..  ．． 【！っ・. •• ・＞ピ J ・♂ ..  ・一一 一 一一一 匹一一一・・・・・・・・・E ・ ι プ ・ • 二 Lこ， ・E・・・・・・・・．．．．． ‘三一 ・・＜ユ； ，－－.－一. ，，・？’も':il',I-一一- ・ •. 1ム14'瓦b , .，－一一一一一
- ... デ ム~，，＿.，.~日両面＂ sて＝ー・－ --・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・II... ：~~：＇.＜尽ヰ＂＇－~－~

J予ゲ ... ] 

78 

78 

堅一噂園周騨
77 

大塚山古墳群出土・採集遺物（6)



・・氏 、

・・・・・・・.，.＿，』，.，，.，：ミ辛ミム’hよ司・・・・・・・・・・・・・・・...,...- ,t：÷ii!~＜＇~·，モ－－：：：：－：：－.：：司・・・・・・・・v－七 ・・：号 .. ，ごエヨ「：：－；；唾F司哩・・・・・・一置 ょベ• .，－－~ . “t~.：＇~、安翠司E
． ふ豆盈圃－忌手当副長－ ···~－－.－｛· t長軍司・陪ti . ~ 
E吉弘~：を :c .・・ U二~去習活温品2・Eバー ヤ 押 中 、回

し

－ 
F ー

写
真
図
版
初

高
山
3
号
墳

66 

大塚山古墳群出土・採集遺物（7)



報告書抄録

ふりがな にせんじゅういち ・にせんじゅうさんねんどまいぞうぶんかざいはつくっちょうさほうこくしょ
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高リ 書 名 川合遺跡地区薬井試掘大輪田・城内遺跡第2次高山3号墳（高山塚3号古墳） 第2次

巻 次

シ リー ズ名 河合町文化財調査報告書

シリーズ番号 第21集

編 著者名 吉村－公男

編集機関 河合町教育委員会

所 在 地 〒636-0053 奈良県北葛城郡河合町池部2-1 3 1 TEL 0745-57-2271 （生涯学習課所在地）

発行年月日 西暦 2014年3月25日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号 ’F 0 
，， 

ロ1

川かわ合い遺いせ跡き大おおに西し地ち区〈
奈な良らけ県ん北きたか葛つ城らぎ郡ぐん

29427 017 34 35 19 135 44 40 
2012年2月13日

4.00 
緊急発掘

か河わ合いちょ町う川かわ合い ～2月16日 （個人住宅）

奈な良らけ県ん北きた葛かつ城らさ’郡ぐん
2012年2月13日

遺跡有無確認
薬くす井りい北きたや山ま地ち区く 29427 34 35 19 135 42 40 118.00 （造成工事に

か河わ合いち町ょう薬くす井りい ～3月14日
伴う試掘）

奈な良らけ県ん北きた葛かつ城らぎ郡ぐん
2013年8月5日

大輪回・城内遺跡 29427 004 34 35 26 135 43 20 
～8月7日

51.00 
緊急発掘

か河わ合いちょ町う大おお輪わ田だ 10月7日 （寺院）

～10月9日

た高かや山まさ3ん号ごうふ墳ん 奈生良らけ県ん北きた葛かつ城らぎ郡ぐん

29427 026 34 35 15 135 44 22 
2013年10月28日

38.00 
緊急発掘

（た高かや山まづ塚かさ3ん号こ’う古こふ墳ん） か河わ合いちょ町う穴なぐ闇ら ～11月14日 （個人住宅）

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

埴輪須恵器土師器瓦瓦器
第2次調査

川合遺跡大西地区 遺物散布地 町内の発掘調査で初めて
石製品

石包丁出土

薬井北山地区 遺物散布地 古墳 須恵器土師器瓦陶磁器

大輪田 ・城内遺跡
遺物散布地 中世、近

寺院基壇 土師器瓦器瓦陶磁器 第2次調査
城跡 世～近代

高山3号墳
古墳

古墳時代
墳丘、周溝

埴輪須恵器土師器瓦器
第2次調査

（高山塚3号古墳） 中期 瓦質土器陶磁器
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